
柴田德次郎筆 「誠意・勤労・見識・気魄」

柴田德次郎が、自著『国士館と教育』（大正15 年）に「国士館の主義」として掲げた四徳目。

国士舘教育の指標として寄附行為や学則にもうたわれてきた。

創立100周年
さらなる未来へ
創立100周年
さらなる未来へ

1917年、「活学」を講ずる教育道場として、吉田松陰の精神を範とした私塾「國士館」が誕生しました。

以来、学ぶ者みずからが不断の「読書・体験・反省」と「思索」を実践しつつ、

「誠意・勤労・見識・気魄」の涵養を教育理念に掲げ、さまざまな分野で活躍する人材を輩出してきました。

2017年に創立100周年を迎えた国士舘は、これからも世のため、人のために尽くす人材の養成を目指してまいります。

100th KOKUSHIKANN 222001177
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世田谷校舎（現世田谷キャンパス）開設
財団法人国士舘設立

東京・麻布に私塾「國士館」創立

柴田德次郎は、同志とともに
結成した社会啓蒙団体「青年
大民団」の活動を通して、私塾
「國士館」を創立しました。

松陰神社隣接地に校地を移した際に建てら
れた大講堂は、戦災時にも焼失を免れた
現存する唯一の建物です。

財団法人国士舘の運営支援・確立を目的に
国士舘維持委員会が発足し、政財界の要人
が国士舘を支えました。

学生は寮生活を基本とし、武道と勉学に
よる心身鍛錬と、共同生活による人間形成
を図りました。

占領期には校名の変更を余儀なく
され、教育の根幹であった武道
教育は排除されましたが、国士舘大
学維持員会の手で復興が図られ
ました。

当時、男子は黒ジャバラの詰襟、
女子は紺のスーツ・スカートという
制服姿でした。

大学での特色ある科目として「実践
倫理」が設けられ、毎週、柴田德次
郎自ら「舘長訓話」を行いました。

近代化改革の一環
で、制服着用義務
を解除しました。

大学進学率上昇により
受験生が急増し、仮設
会場で入学試験を行い
ました。

新校舎完成に伴い男女共学制を導入し
制服も改め、多くの女子生徒が入学しました。

1919
大正 8年

1958
昭和33年

1948
昭和23年

1925
大正14年

国士舘中学校創設

至徳高等学校創設

1946
昭和21年

第二次世界大戦終戦
に伴い、法人・学校名
を至徳学園に変更

1953
昭和28年

法人・学校名を国士舘に復称
国士舘短期大学創設（平成15年廃止）

国士舘大学創設 国士舘中学校・高等学校男女共学制導入、
新校舎完成

1994
平 成 6 年

1917
大正 6年

1926
大正15年

国士舘商業学校創設
（昭和24年廃止）

世田谷キャンパスに複合施設
メイプルセンチュリーホール完成

2013
平成25年

1965
昭和40年

国士舘大学大学院創設 多摩校舎（現多摩キャンパス）開設

1992
平 成 4 年

国士舘大学福祉専門学校創設
（平成19年廃止）

1995
平 成 7 年

世田谷キャンパスに
梅ヶ丘校舎（34号館）完成

2008
平成20年

多摩キャンパスに複合施設
メイプルセンチュリーセンター
多摩完成

2016
平成28年

1966
昭和41年

鶴川校舎（現町田キャンパス）開設 国士舘創立100周年

2017
平成29年

国士舘創立100周年
記念事業の開始

2006
平成18年

1929
昭和 4年

国士舘専門学校創設
（昭和30年廃止）



次なる発展のために次なる発展のために

メイプルセンチュリーホールの建設

1917年の創立以来、総合学園として発展してきた国士舘は、創立100周年という記念すべき節目に
「国士舘創立100周年記念事業」を策定しました。
世界に開かれ、地域に根ざすグローカルユニバーシティとして、新たな100年への一歩を踏み出しています。

「学生・生徒の心と体の健康」と「活発な交流の場」をテーマに掲げる複合施設
として、2013年4月にオープンしました。 理工学部実習施設のほか、温水プール、
フィットネスジム、アリーナ、柔・剣道場などの体育施設や教室、学生ラウンジ、
理・美容室などが入る施設です。

多摩キャンパスの学生数増加に対応するため、既存のゼミ室・研究室棟の改築
に着手し、2016年9月にオープンしました。体育学部の学生たちのパフォーマ
ンス向上に役立てられるよう整備したスポーツパフォーマンスセンター
（トレーニングルーム）と教室、学生が集うコミュニケーションの拠点となる
食堂を設置し、一層充実した学習環境を提供しています。

■9号館跡地の整備

東日本大震災で被災した9号館の跡地
を、2012年に学生が憩える空間として
整備し「中央広場」と命名しました。

■グラウンドの人工芝敷設

（多目的グラウンド、ラグビー・アメリカンフットボール場）

2007年に環境整備の一環として、授業
やクラブ活動で使用するグラウンド
（延べ18,650㎡）に人工芝を敷設しました。

■各棟耐震補強工事

各棟の耐震補強工事を行い、学生・生
徒が安心して教育・研究に専念できる
環境を整えました。

2011年  5 号館（世田谷）
2013年  11 号館（町 田）、13号館（町 田）、
 14 号館（町 田）
2014年  12 号館（町 田）、24号館（世田谷）

梅ヶ丘校舎（34号館）の建設

国士舘創立100周年記念事業（主な事業）

世田谷キャンパス

世田谷キャンパス

多摩キャンパス

2012年4月に大学附置研究
所として防災・救急救助総
合研究所を設置しました。
当研究所は国内外における
防災・救急救助に関する
総合的研究や支援活動を
はじめ、防災リーダーの育成
や地域と連携した防災活動
を行っています。近い将来の首都直下型地震が危惧され、防災への意識も
高まりつつある中、災害時の防災拠点機能をもつ本学の研究所として、新しい
コンセプトのもと多種多様な救急医療システムの充実に取り組んでいます。

1962年に設置された政経学部経営学科を改組し、2011年4月、新たに経営学部
を設置しました。経済活動のグローバル化が急速に進んだ近年、「ヒト・モノ・
カネ・情報」といった経営資源が国境を越えて自由に移動する時代に対応する
ため、カリキュラム全体にキャリア教育の狙いを込め、学生一人一人の就業力を
高め、卒業後における自らの資質向上、社会的および職業的自立を図るために
必要な能力の育成を行うことを目指しています。

2015年3月に史料編（上・下巻２冊）を刊行しました。
今後、通史編、普及教育版（ブックレット）および附属
出版物の編纂・刊行を予定しています。

■体育学部こどもスポーツ教育
学科の設置

2008年4月、体育・スポーツの指導力
向上を目指すとともに、小学校での各
教科の高い専門性と幅広い実践力を
身につけた教員の養成を図るため、
体育学部にこどもスポーツ教育学科
を設置しました。

■総合知的財産法学研究科
（修士課程）の設置

2006年4月に独創的なアイデアなど
成果物の権利を保護し、適正な権利
の活用や新たな成果物を創造できる
知財プロフェッショナルの養成を目指
して設置しました。

■図書館・情報メディアセンターの
設置

2012年4月にIT環境のクラウド化に
よる情報基盤の進展とさまざまな媒体
による情報資源の一元管理運用を目
指し、既存の3機関を改組して図書館・
情報メディアセンターを開設しました。

■理工学部の設置

2007年4月に工学部を改組して理工
学部を設置し、理学・工学の幅広い知
識を柔軟に習得できるよう、理工学部
理工学科の1学科6学系制の教育シス
テムを導入しました。

■グローバルアジア研究科
（修士課程・博士課程）の設置

2006年4月にグローバル化が進むア
ジア地域を研究対象の中心とし、さま
ざまな学問領域との連携・融合を図り
ながら、総合的かつ先端的な研究を行
うため、グローバルアジア研究科修士
課程および博士課程を設置しました。

■救急システム研究科
（修士課程・博士課程）の設置

病院前救急医療体制における多種多
様な事象を研究対象とし、病院前救急
医療に関する諸問題を解決できる専門
能力を有する学識豊かな高度専門職
業人の養成を目指し、2010年4月に救
急システム研究科（修士課程）を、2013
年4月には博士課程を設置しました。

防災・救急救助総合研究所の設置

町田キャンパス多摩キャンパス

■図書館の増築

2016年に主として救急システム研究科
（博士課程）の教育・研究に関連する
図書の増加に対応するため、既存の
図書館を増築しました。

多摩キャンパス

世田谷・町田キャンパス

■中学校・高等学校グラウンドの
人工芝敷設

2008年に主として中学校・高等学校
の生徒が授業やクラブ活動で使用す
るグラウンド（4,985.64㎡）に人工芝
を敷設しました。

世田谷キャンパス

創立100周年記念事業の中核事業として、世田谷校舎に隣接する旧都立明正
高校跡地のキャンパス整備事業を進め、2008年4月に梅ヶ丘校舎を開設しま
した。これにより、鶴川キャンパス（現町田キャンパス）に通う政経学部・法学
部・文学部の1・2学年を世田谷キャンパスに移転し、政経学部・理工学部・法学
部・文学部を主とした教育研究施設が世田谷に整備され、同一キャンパスでの
一貫教育体制が全学部で整いました。

メイプルセンチュリーセンター多摩の建設 経営学部の設置

「国士舘百年史」編纂事業
■創立100周年記念事業募金

寄付金は、奨学基金に積み立て、経済
的理由により修学が困難な学生・生徒
や、学業またはスポーツの成績が特に
優れた学生・生徒の支援に活用いたし
ます。

■100周年プロジェクトの推進

創立100周年記念事業の具体的な構
想を実現すべく15のプロジェクトを
立ち上げ、本学の次なる発展に向け各
種事業を進めています。
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